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は湧き水の研究をやっていませんが、興味があるので
よく歩いてみています。例えば、世田谷の等々力渓谷
も国分寺崖線ですよね。

＜講師プロフィール＞
高　橋　　　修（たかはしおさむ）
東京学芸大学　宇宙科学分野　助教授
専門は地質古生物学。放散虫化石およびそれを用いた
日本列島付加体の構造を研究している。近年は現生放
散中のDNA解析を試み、化石と分子の双方の情報か
ら放散虫や真核生物全体の進化を明らかにしようと研
究に取り組んでいる。また、野外学習などを通して、
自然災害から身を守るための科学的素養（リテラシー）
を育成する実践研究も行っている。

「動物の繁殖戦略」
　 

狩　野　賢　司
東京学芸大学
生命科学分野・助教授

多摩川の鳥

こんにちは。狩野です。よろしくお願いします。
今日は、多摩川流域には様々な動物がいるのだとい

うことをお話したいと思います。特に、大型でよく目立
つ動物ということで、多摩川で見られる鳥のお話をし
ます。
（以下、パワーポイントを使い説明）
例えば、多摩川中流の是政橋の近くでは、シラサギ

やトビやヒバリ、カワセミを見ることができます。夜に
なると、オイサギなどがいます。多摩川の河口、羽田
空港のすぐ近くでは、アジサシなど主に海を中心とし
て生活している鳥を見ることができます。夏になると
絶滅が危惧されているコアジサシ、冬になるとキンク
ロハジロなどの多くのカモが現れます。このように多
摩川では様々な鳥を見ることができます。この鳥たち
がどういう生活をしているのか、私の専門である「繁
殖」の話を中心にしていきましょう。

鳥の繁殖における大きな特徴　～一夫一妻制、離婚～

鳥の繁殖の大きな特徴は、一夫一妻が多いことです。

つまり両親で子育てする鳥が多いのです。（図を見せて）
これは親のどちらが子育てをするのか、鳥と哺乳類を
比較したものです。哺乳類は、雄だけで育てることは
ありません。90％が雌だけで育て、10％は両親で育て
ます。両親で育てる種はおもに犬と猿の少数の仲間だ
けで、それ以外の哺乳類は雌のみで育てます。それに
比べ、鳥は90％以上が両親で育てます。雌だけで育て
るカモのような鳥は全体の8％を占めます。雄だけで育
てる鳥は非常に珍しく、ダチョウなどが2％を占めるだ
けです。以上のことより、鳥の多くが両親で育てるこ
とがわかります。では、それは何故でしょうか。まず、
鳥は非常に短いシーズンで子育てをします。また、片
親が子どもを温めている間に、片親が餌を取ってくる
という分業をしないと、どうしても子育てができない。
よって、鳥は子育てを両親保護でおこなう種類が多い
のです。
両親保護というと一夫一妻制ですが、人間と同じよ

うに、鳥も離婚する種はたくさんあります。（表を見せ
て）これは鳥の離婚率を表します。日本で言うと大体
の鳥は、春から夏にかけて繁殖して、秋から冬にかけ
て家族と過ごすことはありませんが、グループで過ご
したりします。この表は、昨年の夏に繁殖していたペ
アが翌年も繁殖していたか、どれくらいの割合で同じ
ペアまたは違うペアで繁殖したかを示しています。例
えば、ハクチョウ、カラス、アホウドリは離婚率がほぼ
0％、つまり一度つがいになると一生その相手と繁殖し
続けます。ハクチョウは10年以上繁殖するので、10年
近く一緒に子育てをするということになります。一方、
ヒバリの50％は翌年には違う相手と繁殖しています。
学芸大学でも見ることができるシジュウカラは、地域
によって異なりますが、25％は翌年には違う相手と繁
殖しています。最も極端なのは、ニシイワツバメです。
この鳥は100％、つまり毎年違う相手と繁殖しているの
です。
では、めったやたらに離婚しているのかというと、

そうではありません。離れるにはそれなりの理由があり
ます。子育てを一緒にする相手が、子育てが下手であ
るとか、餌をいっぱい採ってくることができない場合
に、さっさと離婚するのです。（図を見せて）これはミ
ユビカモメの離婚率と繁殖経験の相関関係を示した図
です。このカモメは、15年くらい繁殖をおこないます。
初めての繁殖をしてから、そのうちの40％くらいが離
婚します。しかし歳を経るごとに離婚率は減り、15年
くらい経つとほとんど離婚しません。初めての繁殖で
は、相手も初めての繁殖であったり、子育てが下手な
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のです。相手の子育てが下手だと離婚しますが、上手
だと離婚しません。それをどんどん続けていくと、悪
い相手は捨て、良い相手は確保しますから、離婚率が
減っていくらしいと言われているのです。
（図を見せて）これはハクチョウの子育て経験と成功
率の図です。ハクチョウは産んだ子をどれだけ育てら
れたかを表しています。最初の1年、2年というのは0％
に近く、卵を産んでも全滅してしまいます。それだけ
子育てが下手だということです。年とともに成功率の
割合が上がっていき、10年くらい経つと80％、つまり
10羽産んだら8羽は育てられるまでになります。

雌による選り好み

子育てが上手な相手かどうかは、一緒に子育てして
みないと分からないというわけではありません。配偶
する前、つまり相手を選ぶ前に、相手を査察すること
があります。その例として、求愛給餌、婚姻給餌とい
うものがあります。例えば、カワセミは配偶する時期
になると、雄は魚を採ってきて、餌を雌にプレゼントし
ます。貢物をしないと、雌は雄が近づくことを許さな
いのです。雌は複数の雄からアプローチを受けるので
すが、その中から、たくさん餌をくれた雄を選びます。
学芸大学にもいるカワラヒワは、雄の採ってくる餌の
質が良くない、あるいは量が少ないと雌はそれではダ
メだと判断するようです。人間でいう婚約指輪みたい
なもので、雌は雄からのプレゼントによって相手の能
力をはかっているのです。たくさんの餌を採ってこら
れる雄は子育てが始まっても、子どもの為にたくさん
の餌を採ってくることができるだろうと判断しているの
でしょう。つまり雌は、雄の餌採りの上手さで子育て
能力を見極めているといえます。
鳥は一夫一妻制なので、相手をシビアに選びます。
人間を含め、多くの動物は雌が雄を選びます。雄が雌
を選ぶことはあまりありません。人間だと男性が女性
を選ぶ場合もありますが、女性の方が男性の3倍もシ
ビアに相手を選んでいるそうです。これは生物共通の
原則です。
雌の選り好みの例としてツバメを挙げます。尾羽が

短いのが雌、長いのが雄です。雄の尾羽の長さには個
体差があります。どういう雄がもてるのでしょうか。短
い尾羽の雄は、巣をつくってから繁殖相手をみつける
まで2週間くらいかかります。尾羽の長い雄は、2、3日
で雌を獲得できます。このことより、どうやら雌は尾羽
の長い雄を好んでいるらしいということが分かります。
では何故、尾羽が長い雄がもてるのでしょうか。（図を

見せて）これは雄親の息子の寿命を表したグラフです。
尾羽が短い雄親の息子は寿命が短く、1歳以上はほとん
ど生きていません。ところが、尾羽が長い雄親の息子
は寿命が長くなっています。雌が尾羽の長い雄を選べ
ば、それだけ子どもの寿命が長くなるというわけです。
では、雄親の尾羽の長さと子どもの寿命の関係は、
何に由来しているのでしょうか。野生の鳥なので寄生
虫がたくさんいます。この場合、ツバメにはダニがい
ます。そのダニに対する耐性と尾羽の長さが関連して
いることが知られています。（図を見せて）これは雄の
身体に付いているダニの密度と、昨年より尾羽がどれ
だけ短くまたは長くなったかの関係を表している図で
す。ダニが多ければ、昨年より尾羽が短くなる。逆に、
ダニが少ないと、尾羽が長くなるのだろうということが
言えます。
雄の尾羽の長さが本当にダニによるものなのか、実

際に実験をしてみました。捕まえたツバメに3通りの処
置を行いました。1、殺虫剤をスプレーしてダニを殺す。
2、ダニには何の効果もない、ただの水をスプレーする。
3、ダニを集めてツバメにたくさん付着させる。翌年、
それぞれの処置を行ったツバメを見てみました。そう
すると、殺虫剤でダニを殺したツバメは尾羽が長くなっ
たのに対して、ダニを付着させたツバメは尾羽が短く
なるという現象が起きました。このことから、尾羽が
長いとそれだけ寄生虫に対する耐性が強いということ
が分かりました。
（図を見せて）これは、寄生虫に対する耐性は雄親か
ら子どもに遺伝するらしいということが分かった実験
結果です。尾羽の短い雄の子どもはたくさんダニが付
着しているのに対して、尾羽の長い雄の子どもはあま
り付いていません。もしかすると、雄親がダニを巣に
運んでこない為にその子ども達もダニが少ないという
可能性もあります。それを確かめる為に、ツバメの巣
からヒナを盗んできて里子に出してしまうという実験を
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行いました。里親のもとで育った子どもを調べてみる
と、実の父親の尾羽が短い場合、ダニがたくさんいる
という結果が得られました。つまり育った巣がどうで
あろうと、実の父親の尾羽が短いとダニが多く、実父
の尾羽が長いと子どももダニが少ないのです。このこ
とから、雄親の寄生虫に対する耐性というのは子に遺
伝するのだろうということが分かりました。従って、雌
は尾羽が長い雄を選ぶことによって、寄生虫に強い子
どもをつくることができるのだろうと言えます。

雌の浮気

雌は、採餌や子育てが上手くて寄生虫に対する耐性
が強い魅力的な雄とペアになることができると良いの
です。しかし性比は大体1：1ですから、魅力的ではな
い雄とペアになる雌もでてくるわけです。そういう雌は
どうしようもないかというと、鳥の多くは一夫一妻制で
すが、実は鳥も浮気をします。
（図を見せて）この図は、どのような雄とパートナー
になったツバメの雌が浮気をするのか、浮気をした相
手はどういう雄なのかを調べた結果を示しています。
尾羽の短い雄と配偶してしまった雌は、長くて魅力的
な雄と浮気をします。実験において、尾羽を切って短
くした雄のパートナーは浮気をします。一方、他の雄
の尾羽を付け足して尾羽を長くした雄のパートナーは
浮気をしません。このことから、ツバメは配偶した雄
の良し悪しで浮気するかどうかを決めていると言えま
す。つまり一夫一妻と言っても、雄は油断できないの
です。
雌の浮気に対する雄の抵抗というものがあります。

雄は、浮気しないだろう雌を選ぶのです。（棒グラフを
見せて）この白い部分が、それまで雄と一緒にいたこ
とのないジュズカケバトの雌。黒い部分が、雄と会う
前に他の雄と会っているのを雄に見せた雌。まず、雌
に対する雄の求愛行動を比較します。雄は、他の雄と
会ったことのない雌には求愛し、他の雄といた雌にあ
まり求愛しません。次に、雌に対する雄の攻撃行動に
ついて比較します。他の雄と会ったことのない雌には
あまり攻撃しません。それに対し、他の雄といた雌が
近寄ってくると、あっち行けと攻撃します。このことか
ら、他の雄と浮気したことのある可能性がある雌は排
除するのではないかと言えます。

鳥のかわった現象　～一夫多妻、一妻多夫、托卵～

鳥のほとんどは一夫一妻ですが、なかには一夫多妻
の鳥もいます。多摩川でよく見ることができるセッカや

オオヨシキリなどがそうです。（図を見せて）これは立
教大学の上田先生が調べられたもので、セッカの雄が
どれだけ雌を獲得できたかを表しています。一番多い
雄で、11羽の雌と配偶していることが分かっています。
先程も言いましたように、性比は大体1：1なので、雌
を獲得できない雄もでてきます。雄の30％くらいは結
婚することができません。このように雄の繁殖の良し
悪しは、非常に幅が広いということが分かっています。
一夫多妻は、雄にとってはたくさんパートナーが獲
得できるので良いことです。では、雌にとってはどうな
のでしょうか。一夫一妻では雄が子育てを手伝ってく
れますが、一夫二妻の場合、雄が子育てを手伝ってく
れる労力が二羽の雌で分けられてしまいます。つまり、
一夫多妻では雄の手助けが少なくなってしまうのです。
このことから、雌にとっては一夫一妻が良いと言えま
す。しかしその一方、雄にとってはこのように成功す
れば一夫多妻が良いのです。
こうして雄と雌の間に利害の対立がおきるのですが、
では何故雌は一夫多妻に甘んじているのでしょうか。
質の良い雄の第二妻なのか、それとも質の悪い雄の第
一妻なのか、それによって雌の適応度が異なります。
雌の適応度とは、どれだけ子育てが上手くいくかです。
一夫一妻の雌は、なわばりの餌と雄の手助けを独占し、
一夫二妻の雌に比べてたくさんの子ども育てることが
できます。ところが、ここになわばりの質が関わってく
ると、雌の適応度は少し変わります。なわばりの質が
低い雄の一妻目と、質が高い雄の二妻目では適応度は
どのように異なるのかを見ていきます。（図を見せて）
なわばりの質が悪い雄の一妻目は5羽くらいしか育てら
れないのに対して、質が良い雄の二妻目は6羽育てる
ことができます。雌にとって子どもの数は重要ですか
ら、質が悪い雄の一妻目になるより質が良い雄の二妻
目になる方がメリットがあるという判断で、一夫多妻が
成立しているのだろうと言われています。
（図を見せて）これは日本の鳥とは異なり、ブラック
バードというアメリカの鳥です。この図は、一夫多妻
の雄のなわばりにどれだけの雌がいたのか、また一羽
の雌が一年で育てられた子どもの数を表しています。
一夫一妻では0.5羽くらいしか育てられないのに対し
て、一夫六妻になると1.5羽を越える子どもを育てるこ
とができます。つまり、なわばりの質が悪い雄の一妻
目よりも、質が良い雄の六妻目の方がより多くの子ど
もを育てることができると言えます。このことから雌
にとって、コストを上回る利益を得られるのであれば、
一夫一妻よりも一夫多妻の方が良いのだろうと考えら
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れています。
鳥は主に一夫一妻ですが、先程言いましたように一
夫多妻もいます。ということは、一妻多夫の鳥もいま
す。これは動物界を通して、非常に稀な現象です。多
摩川の上流で見られるであろうタマシギは、雄が子育
てをします。雌は卵を産む間だけ雄と一緒にいますが、
卵を産み終わると、雌は雄を捨ててどこかに行ってし
まいます。他の雄の所に卵を産みに行くのです。そう
して残された雄は、単独で子どもを育てます。普通の
鳥では、クジャクのように雌に選ばれる雄の方が派手
ですが、タマシギの場合は、子育てをする雄が地味で、
たくさんの雄に気に入られたい雌の方が派手になって
います。これは珍しいことです。また綺麗な雌は、一
度に卵を産む数などが多いと言われています。
鳥のかわった現象のもう一つの例としては、カッコー

やホトトギスなどの托卵があります。カッコーは自分で
巣をつくることはなく、他の鳥が巣に卵を産むとそこに
自分の卵を産みます。そうして他の鳥の所に里子に出
して、自分の子どもを育ててもらいます。（図を見せて）
これはモズに育てられているカッコーの子です。カッ
コーやホトトギスの子は、宿主の子より大きいので、宿
主の子の分の餌をもらわなければなりません。従って、
宿主にとっては非常に厄介な存在と言えます。宿主が、
これは自分の子ではないと気がつけば里子を捨てる可
能性があります。しかし、カッコーやホトトギスは自分
で子どもを育てることはしないので、様々な方法で里
親を騙しています。例えば、卵の色を宿主の卵と似せ
たり、またヒナの口の模様を宿主のヒナのものと非常
に似せたりしています。ただ、カッコーやホトトギスが
何故、宿主に合わせて卵を産めるようになっているの
かは、今研究がなされているところで、まだはっきりと
はわかっていません。
以上、お話してきましたように、鳥には、自分で大
変な子育てをするものもあれば、パートナーを選ぶの
にシビアなものもあれば、他の鳥に子育てを任せてし
まうものもある、という様々な繁殖戦略があります。今
日の話を通じて、鳥に興味を持っていただけたらと思
います。どうもありがとうございました。（会場、拍手）

＜質疑応答＞

質問者A：たくさんの事例を紹介して頂き、ありがと
うございました。とても面白かったです。始めの方で、
尾羽の長い雄と子どもの丈夫さの関係を示すグラフが
でてきましたが、それはたくさんのデータをとったうえ
で、雌は尾羽が長い雄を選ぶと判断されているのでしょ

うか？
狩野：はい、そうです。自然状態の場合、そして先程
お話しました人為的に尾羽を短くしたり長くしたりする
実験の場合、どちらの場合についても雌は尾羽が長い
雄を選ぶという結果が得られているので、そのように
判断しています。
質問者B：私は以前、小学生の子ども達に、総合学習
などで体験学習を行っていたことがあります。狩野先
生がこの専攻を選んだきっかけ、例えば子ども時代に
こんなことに興味があったなど教えてください。
狩野：私は子どもの頃から、生き物が好きで色々な動
物を飼っていました。ただ飼うだけだといつか死んで
しまうので、繁殖させることに興味をもっていました。
飼っている動物の繁殖に挑戦しているうち、自然状態
ではどうなのだろうかと不思議に思ったことが、今の
研究に至ります。

＜講師プロフィール＞

狩　野　賢　司（かりのけんじ）
東京学芸大学生命科学分野・助教授
動物の繁殖生態、特に雌の配偶者選択を中心とした性
淘汰に関する研究を行っている。その他の研究として
は、雄の代替繁殖戦略・戦術、親による子の保護、性
転換。近年は、雌の配偶者選択とそれに対する雄の騙
し戦術、及び親による適応的な子の性比調節などが主
な研究テーマである。

「植物雑学」
　 

犀　川　政　稔
東京学芸大学　
環境科学分野・教授

シモバシラの霜柱

皆さん、こんにちは。私はこの大学に勤めて30年に
なります。ずっとカビの研究をしてまいりました。しか
し、花を咲かせる植物も好きです。授業では「植物学
野外実習」を担当し、毎年学生たちと山野を歩いてい
ます。そのおかげで私はカビのほかに植物についても
研究したいと思うようになりました。きょうはその1例
で、私の「シモバシラの霜柱」の研究を紹介します。




